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厚木市報道資料  

山岳救助に備えて連携強化 

横浜・川崎の航空隊と合同訓練 

 丹沢山系の山岳救助などで迅速・効率的な活動を行うため、横浜、川崎市の

航空隊とヘリコプターを使った訓練をそれぞれ実施します。 

 

１ 日時 

（1）10 月 13 日（火）・14 日（水） ９時～12 時 (川崎市) 

（2）10 月 15 日（木）             ９時～12 時 (横浜市) 

２ 場所 

    旧弁天の森キャンプ場付近（七沢 2891）＝要救助者収容場所 

   ぼうさいの丘公園（温水 783-１）＝要救助者引き渡し場所 

３ 概要 

    災害発生時に円滑で迅速な救助活動を展開するため、丹沢山系を管轄する

厚木市消防本部が応援協定（航空機特別応援）を結ぶ両市消防局と連携した

訓練を実施します。 

 【訓練内容】 

 （1）ヘリコプターへの収容訓練 

     救出現場の上空にヘリコプターを誘導。救助隊が保有する担架に要救

助者を収容し、機体に装備している装置で巻き上げて救出します。 

（2）臨時離着陸場への誘導、要救助者引き継ぎ訓練 

     救出した要救助者を臨時離着陸場で待機している救急車に引き渡すた

め、ヘリコプターの離着陸を誘導します。 

４ ＰＲしたい内容、事業のポイント、前回との違いなど 

  ・ヘリコプターを使って上空や着陸場所への誘導、安全管理の確認などの実

践的な訓練ができる貴重な機会で、航空隊と地上部隊の連携強化につなが

ります。 

 ・プロペラやエンジン音、風の影響で声が聞こえにくいため、活動内容を部

隊間で事前に打ち合わせ、合図によって意思疎通を図ります。 

 

本資料の問い合わせ先 

消防本部 警備第一課・二課 

課長代理（訓練担当） 佐藤 祐紀夫、大野 雄作 電話 046-223-9376 


